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【優秀賞（自然部門）】「慰霊の海にかかる虹」一柳 正樹（大阪府） 【優秀賞（文化部門）】「ポテトガール・ポテトボーイ」勇田 泰（徳之島町）

【大賞（文化部門）】「十五夜の決戦」永久 将貴（徳之島町）

２
０
２
５
景
観

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
作
品
公
募
を
行
い
、

応
募
総
数
１
０
９
点

の
中
か
ら
入
賞
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
多
数
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【大賞（自然部門）】「午後の日射しの中で」徳田 美加子（徳之島町）

【
審
査
総
評
】
今
年
も
昨
年
を
上
回
る
応
募
が
あ
り
、
希

少
動
植
物
な
ど
自
然
部
門
が
多
数
で
し
た
。
一
方
、
文
化

部
門
は
応
募
数
が
昨
年
を
下
回
り
少
し
寂
し
く
も
あ
り
ま

し
た
が
、
伝
統
行
事
等
の
作
品
が
増
え
、
良
い
傾
向
だ
と

思
い
ま
す
。
惜
し
か
っ
た
の
は
、
対
象
外
で
あ
る
「
縦
」

で
撮
影
し
た
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。「
Ａ

４
横
」
サ
イ
ズ
で
ま
た
応
募
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
写
真
を
通
じ
、
徳
之
島
の
豊
か
な
自
然
と
貴
重
な

文
化
が
多
く
の
人
に
伝
わ
り
、
当
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が

よ
り
一
層
盛
り
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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【ヤング賞】「海の守り神」星野 陽香（徳之島町） 【シルバー賞】「われんきゃたわわな実りを収穫」政 武文（徳之島町）

【入賞（自然部門）】「島の森に仄めく炎」RINALDI CHRISTOPHER（徳之島町） 【入賞（文化部門）】「残していきたい先人の知恵」竹山 智子（徳之島町）

【入賞（自然部門）】「夜空に咲く二つの花」瀬田 真志（徳之島町） 【入賞（文化部門）】「奉納」松本 倫子（徳之島町）

【入賞（自然部門）】「夏のとんばら岩」伊藤 孝子（伊仙町） 【入賞（文化部門）】「今日も推し活道中」前田 美穂子（徳之島町）
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徳之島の自然と平和を考える会の皆さんと関係者

「
徳
之
島
の
自
然
と
平
和
を
考
え
る

会
」
か
ら
町
立
図
書
館
へ
図
書
の
寄
贈

が
あ
り
、
９
月
24
日
、
同
館
で
贈
呈
式

が
あ
り
ま
し
た
。
同
会
は
、
米
軍
の
普

天
間
基
地
の
移
設
先
と
し
て
徳
之
島
が

候
補
に
挙
が
っ
た
２
０
１
０
年
１
月
に

発
足
し
、
署
名
活
動
な
ど
、
移
設
反
対

の
取
り
組
み
を
実
施
。
今
回
、
結
成
か

ら
15
年
を
経
て
解
散
す
る
の
を
機
に
、

「
こ
れ
か
ら
の
世
代
へ
残
し
た
い
」
と
、

基
地
反
対
活
動
時
に
寄
せ
ら
れ
た
カ
ン

パ
等
の
残
金
を
活
用
し
図
書
を
寄
贈
。

自
然
と
平
和
に
関
連
す
る
も
の
や
一
般

図
書
な
ど
、
合
わ
せ
て
２
５
０
冊
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

「
徳
之
島
の
自
然
と
平
和
を
考
え
る
会
」
が
図
書
寄
贈

ど
ん
ど
ん
祭
り
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
９
月
14
日
、
花
徳
里
久
浜
で

あ
り
ま
し
た
。
大
会
に
は
18
チ
ー
ム
・

約
２
０
０
人
の
選
手
が
参
加
。
予
選

リ
ー
グ
を
経
て
恒
例
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
が
行
わ
れ
た
後
、「
１
位
ブ
ロ
ッ
ク
」

「
２
位
ブ
ロ
ッ
ク
」「
３
位
ブ
ロ
ッ
ク
」

の
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
試
合

を
実
施
。
試
合
は
珍
プ
レ
ー
や
名
プ

レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
和
や
か
な
雰

囲
気
で
、
選
手
た
ち
は
砂
浜
の
感
触
を

楽
し
み
な
が
ら
生
き
生
き
と
プ
レ
ー
し

ま
し
た
。
１
位
ブ
ロ
ッ
ク
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｋ
Ｏ
さ
ん
ね
ん
ず
」
が
見
事
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
、
約
２
０
０
人
が
笑
顔
で
プ
レ
ー

里久浜ビーチの砂浜で思い切りプレー

松明を焚き集落内を練り歩く

尾
母
集
落
の
伝
統
行
事
「
尾
母
ア
キ

ム
チ
」
が
、
９
月
20
日
夜
、
同
集
落
内

で
あ
り
ま
し
た
。
同
行
事
は
世
代
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
る
尾
母
の
秋
の
風
物

詩
。か
か
し
の
姿
を
し
た
招
福
神「
イ
ッ

サ
ン
ボ
ー
」
を
先
頭
に
、
た
い
ま
つ
を

掲
げ
た
一
行
が
「
ど
ん
ど
ん
節
」
に
合

わ
せ
て
歌
い
な
が
ら
集
落
を
練
り
歩
き

ま
す
。
新
し
く
集
落
に
加
わ
っ
た
家
や

辻
々
を
訪
れ
て
、
幸
せ
や
豊
作
を
祈
る

踊
り
を
披
露
。
最
後
は
、
溝
川
神
社
で

「
餅
投
げ
」
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
大
勢
が
参
加
。
集
落
中
が
活
気

に
包
ま
れ
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
夜
と
な
り

ま
し
た
。

尾
母
ア
キ
ム
チ
、
集
落
を
練
り
歩
き
活
気
溢
れ
る
夜
に

東
京
の
武
蔵
野
大
学
に
よ
る
学
外
学

修
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

（
Ｆ
Ｓ
）」
が
９
月
５
日
か
ら
13
日
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
か

ら
町
と
大
学
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い

る
同
Ｆ
Ｓ
。
今
年
は
「
鹿
児
島
県
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
『
徳
之
島
』
宝
を
つ
な

ぐ
・
宝
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、今
後
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
の「
徳

之
島 

は
た
ら
く
・
生
き
る
図
鑑
（
仮

称
）」
の
制
作
に
向
け
、
様
々
な
学
部

の
学
生
10
人
が
、
島
で
暮
ら
す
女
性
５

人
を
取
材
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
温

か
な
自
然
と
人
々
に
触
れ
、
島
の
魅
力

を
学
ぶ
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

武
蔵
野
大
学
Ｆ
Ｓ
、「
島
で
生
き
生
き
働
く
人
」
に
焦
点

活動のまとめをインターネットラジオで報告
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表彰状を手にする宮上氏（写真右）と高岡町長（写真左）

医
療
法
人
南
溟
会 
宮
上
病
院
院
長

の
宮
上
寛
之
氏
が
、「
救
急
医
療
功
労

者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ

れ
、
10
月
９
日
、
町
役
場
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
厚
生
労
働
大

臣
が
、
都
道
府
県
知
事
の
推
薦
の
も

と
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
救
急
医
療

の
確
保
や
救
急
医
療
対
策
の
推
進
に
貢

献
し
た
個
人
や
団
体
、
医
療
機
関
の
功

績
を
称
え
る
も
の
で
す
。
宮
上
氏
は
、

「
私
一
人
で
は
な
く
、
職
員
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
あ
っ
て
の
受
賞
。
地
道
に
活

動
を
重
ね
、
こ
う
し
て
表
彰
さ
れ
る
こ

と
を
光
栄
に
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

宮
上
寛
之
氏
へ
救
急
医
療
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

「
第
49
回
ゆ
め
・
と
き
め
き
徳
之
島

町
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
町
高

齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
）」
が
９
月

27
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し

た
。
大
会
へ
は
、
町
内
10
地
区
か
ら
、

満
60
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
そ
３
０
０

人
が
参
加
。
昨
年
か
ら
加
わ
っ
た
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
と
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
」
の
２
種
目
な
ど
、
あ
わ
せ
て
９
つ

の
競
技
を
通
じ
、
参
加
者
は
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
体
を
動
か

し
、
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。【
優

勝
】
亀
徳
チ
ー
ム
、【
２
位
】
尾
母
チ
ー

ム
、【
３
位
】
花
徳
チ
ー
ム

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
高
齢
者
約
３
０
０
人
が
交
流

終始笑顔が絶えず和やかな大会に

下
久
志
集
落
の
伝
統
行
事
「
十
五
夜

祭
り
」
が
10
月
６
日
と
７
日
の
連
夜
、

下
久
志
十
五
夜
浜
で
あ
り
ま
し
た
。
６

日
は
集
落
住
民
で
親
睦
を
深
め
、
翌
７

日
は
、
親
類
縁
者
な
ど
集
落
外
か
ら
も

大
勢
の
人
が
参
加
。
下
久
志
青
年
団
を

中
心
に
集
落
が
一
致
団
結
し
て
設
置
し

た
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の
「
サ
ン
シ
キ
」

の
下
、
一
重
一
瓶
を
囲
ん
で
交
流
し
ま

し
た
。
同
行
事
恒
例
の
、
新
生
児
の
健

康
を
願
う
「
ミ
ー
バ
マ
フ
マ
シ
（
新
浜

踏
ま
し
）」
や
、力
試
し
の
「
ハ
ン
タ
石
」

担
ぎ
が
行
わ
れ
、
中
で
も
、
集
落
の
人

が
「
十
数
年
以
上
持
ち
上
が
る
の
を
見

た
こ
と
が
な
い
」
と
話
す
「
黒
い
ハ
ン

タ
石
」
を
担
ぐ
猛
者
が
２
人
も
登
場

し
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

中
秋
の
名
月
の
下
、
伝
統
の
下
久
志
十
五
夜
祭
り

かやぶき屋根の「サンシキ」の下で交流新生児の健康を願う「ミーバマフマシ」

約 90kg の「黒いハンタ石」を２人が担ぎ大盛り上がり



– 6 –広報 徳之島 2025 年 11 月号

徳之島愛ランドクリーンセンターからのお知らせ

2025 年 12 月の粗大ごみ収集について
〇 2025 年 12 月に右記の日程で粗大ごみを収集しま

す。粗大ごみシールを貼りお名前をご記入のうえ、
指定された日に収集場所へ出してください。

〇粗大ごみシールは、11 月 25 日より、徳之島町で
は住民生活課・花徳支所で販売します。シールの
金額は、「粗大ごみシール大（１人で持ち運びでき
ない物）」が 500 円、「粗大ごみシール小（１人で
持ち運びできる物）」が 250 円です。

〇テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコンはリサイクル品のため、ごみの収集は行い
ません。家電取扱業者に委託する等、適切な処理をお願いします。

10 日（水）
井之川・旭ヶ丘・下久志・母間・
花徳・轟木・畦・山・金見・手々

17 日（水） 南区・中区・北区

19 日（金） 亀徳・徳和瀬・諸田・神之嶺

20 日（土） 東区・白井・大原・尾母・南原

徳之島愛ランドクリーンセンター　☎０９９７-81-7855　徳之島町住民生活課  ☎０９９７-82-1114問
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ごみの不法投棄は厳格に対処します
●不法投棄とは

私たちの日常生活や事業活動から、さまざまな廃棄物

が毎日大量に排出されます。不法投棄とは、それらの廃

棄物を定められたルールに従わず、ひと気のない山林や

空き地、川などに捨てることです。空き缶、たばこの吸

い殻などのごみのポイ捨ても不法投棄となります。

●不法投棄は重大な犯罪
不法投棄は景観を損なうだけでなく、有害な物質が漏

れることで環境汚染につながる重大な犯罪です。不法投棄が判明した場合、投棄物の撤去・適切な処

理が命じられるだけでなく、悪質な場合は警察に摘発され、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

により、罰則（5 年以下の懲役若しくは 1000 万円以下《法人の場合は 3 億円以下》、又はこれらの併

科）を受けることになります。

不法投棄を発見したら、速やかに最寄りの警察署か住民生活課へ連絡してください。町から警察へ
提供した不法投棄の情報により、行為者が特定された事例もあります。

●不法投棄されない環境をつくりましょう
不法投棄をなくすには、不法投棄できない環境づくりが大切です。土地の所有者や管理者は、自分

の土地を清潔に保つように努めなければなりません。不法投棄をされないように、定期的に見回りや

草刈りを行ったり、フェンスやロープ、柵等を設置したりするなど土地を適切に管理し、不法投棄さ

れないよう工夫することも大切です。

【繰り返される不法投棄行為】

徳之島町内の海岸で６月１日～９月３０

日にかけて、 各地区子ども会 ・ スポーツ

少年団と保護者等、 計 34 団体によるボ

ランティア清掃が実施されました。

自らの手でゴミを拾い集めることで、

世界遺産となった徳之島の自然について

考え、 「豊かな海を守っていくために自分

たちにできることは何か」 を考えるきっ

かけとなったようです。

～徳之島町青少年海岸清掃ボランティア活動支援事業～
きれいな海を守り続けよう！

住民生活課 　☎ 0997-82-1114問 亀津中学校男子バレーボール部による海岸清掃の様子
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2025 年 11 月号

以下の内容で園児を募集します。入園ご希望の方は期間内に手続きをお済ませください。必要書
類等は各幼稚園にございますので、各幼稚園にお問い合わせください。また、必要書類は町公式ウェ

ブサイトからもダウンロードできます。　入園についてご不明な点は学校教育課へご相談ください。
●願書配布

●願書受付
　【受付期間】令和７年 12 月１日（月）～ 12 月 19 日（金）
　【受付場所・時間】学校教育課（役場５階）、花徳支所 午前８時 30 分～午後５時（土日祝日を除く）

●準備する物＝入園希望児の住民票、印鑑

●募集園・対象児年齢

●その他
 ・５歳児は１クラス 30 名です。３歳・４歳児は１クラス 20 名程度とします。
 ・花徳幼稚園と山幼稚園については、希望者は預かり保育をします。（午後３時～午後５時）
 ・各幼稚園は令和８年 4 月 10 日（金）入園式当日の給食実施はありません。
 ・亀津、亀徳幼稚園は令和８年 4 月 13 日（月）～ 17 日（金）までは給食後午後１時 30 分降園
　となります。
 ・体操服が変わります。願書配布の際に詳細をお知らせいたします。

入園を希望される方は期間内に手続きを

徳之島町立幼稚園 令和８年度園児募集案内

配布期間 配布場所 時　間

令和７年 11 月４日（火）
～ 11 月 28 日（金）
※土日祝日を除く

学校教育課（役場５階）・花徳支所 午前８時 30 分～午後５時
各町立幼稚園 午後３時～午後４時 45 分

私立保育園 各園の開園時間に準ずる

園名 電話番号 対象児年齢
亀津幼稚園 ☎ 0997-83-1460 ５歳児（２クラス）
亀徳幼稚園 ☎ 0997-83-2425 ３歳、４歳、５歳
花徳幼稚園 ☎ 0997-84-0081 ３歳、４歳、５歳

山幼稚園 ※学校教育課へお電話ください 満３歳、３歳、４歳、５歳

学校教育課　☎ 0997-82-1308問

税務課　☎ 0997-82-1117問

提出期限の令和７年 11 月 28 日（※必着）までにご返送ください

令和７年度定額減税補足給付金（調整給付）について

〇町では、令和６年に定額減税しきれないと見込まれる方に定額減税調整給付金（当初調整給付）
を支給しましたが、本来給付すべき額を支給しきれなかった方に、給付金を支給します。

〇対象者の方へ通知書及び確認書を発送しています。確認書に必要事項を記入し、提出期限の令和
７年 11 月 28 日（※必着）までに返送してください。期限を過ぎると、書類不備等で保留中の書類・
申請書の受付は無効となりますのでご注意ください。

※支給対象者へ該当するかについて電話でのお問い合わせには応対できません。予めご了承ください。
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社会教育課　☎ 0997-82-2904問

下久志集落へ備品類が整備されました

一般コミュニティ助成事業について

「令和７年度の自治宝くじ助成事業」として、下久志集落
が一般コミュニティ助成事業の対象となり、集会テント、会
議テーブル等が整備されました。これは、一般財団法人自治
総合センターが宝くじの普及広報活動の一環として、住民が
行うコミュニティ活動の促進に助成を行っ
ているものです。今後下久志集落はコミュ
ニティ活動の推進や各種行事等に有効活用
し、地域の活性化に役立てられます。

住民生活課 国民年金係　☎ 0997-82-1114問
以下の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は、住民生活

課国民年金係へお申し込みください。また、ご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、および本
人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）をご持参ください。

●日時＝令和 7 年 12 月 10 日（水）午後 2 時～ 5 時、12 月 11 日（木）午前 9 時～午後２時 30 分

●場所＝役場 3 階会議室

●相談内容＝年金請求のこと、国民年金、厚生年金、船員保険等の年金制度全般に関すること

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について

女性・子ども・高齢者等をめぐる人権の問題や近隣とのトラブルなど、身近なことで困っている
ことはありませんか。人権擁護委員が、皆さんとともに問題解決のための方法を考えます。相談は
無料で、相談内容についての秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

●日時・場所＝令和７年 12 月６日（土）午前 10 時～午後３時　花徳生活館（前川）

鹿児島地方法務局奄美支局　☎ 0997-52-0376

お気軽にご相談ください

特設人権相談所の開設について
問

鹿児島県警・徳之島地区消防組合・徳之島３町協力のもと、防災
フェスタを開催します。消防車への乗車や放水体験、スタンプラ
リー等を実施予定です。皆様のご来場をお待ちしております。

●日時＝令和７年 11 月９日（日）午前９時～正午
●場所＝伊仙町総合体育館（義名山）

総務課消防交通係　☎ 0997-82-1111

皆様のご来場をお待ちしております

「徳之島３町防災フェスタ」開催のお知らせ
問
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鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
時
間
額

「
１
０
２
６
円
」
に
改
正
さ
れ

ま
し
た

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
令

和
７
年
11
月
１
日
か
ら
時
間
額

「
１
０
２
６
円
」
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、

臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
、
使
用
者
は
、
最
低
賃
金

額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特

定
の
産
業
の
労
働
者
と
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
は
、
高
い
方
の
最
低

賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

鹿
児
島
労
働
局 

賃
金
室

☎
０
９
９
―
２
２
３
―
８
２
７
８

令
和
８
年
度
の
「
裁
判
員
候
補

者
」
又
は
「
検
察
審
査
員
候
補

者
」
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
衆

議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る

国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ

れ
ま
す
。
選
定
さ
れ
た
候
補
者

の
方
へ
は
、11
月
中
旬
頃
に「
裁

判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の

お
知
ら
せ
」
又
は
「
検
察
審
査

員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お

知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。
国
民

が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制

度
で
す
。
ぜ
ひ
、
御
協
力
く
だ

さ
い
。
な
お
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
問
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

（
裁
判
員
）
鹿
児
島
地
方
裁
判
所

刑
事
部
裁
判
員
係

☎
０
９
９
―
２
２
２
―
７
１
５
７

（
検
察
審
査
員
）
鹿
児
島
検
察
審

査
会
事
務
局

☎
０
９
９
―
８
０
８
―
３
７
１
９

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

国
税
庁
で
は
、
租
税
の
意
義

や
役
割
、
税
務
行
政
に
つ
い
て

広
く
周
知
す
る
た
め
、
毎
年
11

月
11
日
か
ら
11
月
17
日
を
「
税

を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、様
々

な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。「
税
を
考
え
る
週
間
」

に
合
わ
せ
て
、
特
設
ペ
ー
ジ
を

設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取
組
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し

く
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で

検
索
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
二

次
元
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ

ス
し
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

「
日
本
年
金
機
構
等
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
等
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務

所
を
名
乗
る
不
審
電
話
が
、
最

近
、
全
国
的
に
多
数
発
生
し
て

い
ま
す
。
主
な
事
例
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
事
例
１
】

自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ

り
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務

所
を
名
乗
り
、「
書
類
の
提
出

確
認
が
取
れ
な
い
た
め
、
手
続

き
し
な
い
と
年
金
の
支
給
が
止

ま
る
」
等
と
流
れ
、
ダ
イ
ヤ
ル

操
作
や
折
り
返
し
の
電
話
を
促

す
も
の
。

【
事
例
２
】

日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務

所
を
名
乗
り
、
払
い
戻
し
が
あ

る
の
で
金
融
機
関
へ
誘
導
す
る

も
の
。

日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務

所
の
職
員
が
、
次
の
こ
と
を
電

話
に
て
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

使
っ
て
連
絡
を
す
る
。

●
口
座
番
号
や
振
込
先
な
ど
の

個
人
情
報
を
お
聞
き
す
る

●
銀
行
振
込
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を

ご
案
内
す
る
。

怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
一
度

電
話
を
切
り
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
や
年
金
事
務
所
、
警
察
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」　

☎
０
５
７
０
―

０
５
―
１
１
６
５
（
０
５
０

で
始
ま
る
電
話
番
号
で
お
か

け
に
な
る
場
合
は
☎
０
３
―

６
７
０
０
―
１
１
６
５
）

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

「
年
金
の
日
」
で
す

ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金

見
込
み
額
を
確
認
し
、
将
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
を
利
用
す
る
と
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
る
ほ
か
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
条

件
を
設
定
し
た
う
え
で
、
年
金

見
込
み
額
を
試
算
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由

で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
日

本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
番
号

☎
０
５
７
０
―
０
５
８
―

５
５
５
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不動産登記申請手続

開 催 日

　登記手続案内では、申請者ご本人が登記手続を行う際に必要な申請書の様式や
添付書類等について説明を行います。代表的な登記申請書の様式を法務局ホーム
ページに掲載していますので、事前にご準備いただくとスムーズです。

利用方法

対 象 者

開催時間

開催場所

令和７年 12 月 16 日 ( 火 )・令和８年２月 17 日 ( 火 )

午前 10 時、午前 11 時、午後２時、午後３時 の４回
※事前予約制です

徳之島町役場１階多目的ホール または ご自宅

徳之島町民

開催日の前週の金曜日までに、電話で予約してください。
【 鹿児島地方法務局奄美支局 TEL: 0997-52-0383 】

※役場の開催場所は変更になる場合があります。
※ご自宅の場合は、インターネット環境があるパソコン・ スマートフォンなどが必要です。

（登記申請を予定する当事者又は代理人となる親族等に限ります。）

ウェブによる登記手続案内のお知らせ

『相続登記』の申請が義務化されました！『相続登記』の申請が義務化されました！
〇相続登記がされていない土地は、所有者が分からない状態となり、管理や利用が難しいため、公

共事業や復旧・復興事業の妨げとなるなど、様々な問題が生じています。その解消のために、令
和６年４月１日から、不動産の相続登記の申請が義務化されました。

〇相続等によって不動産を取得した相続人は、その所有権を取得したことを知った日から３年以内
に相続登記の申請をしなければならないこととなっています。

〇令和６年４月以前に相続した不動産についても、相続登記がなされていないものは義務化の対象
となります。（※猶予期間令和９年３月 31 までに相続登記）

〇正当な理由がないのに相続登記をしなかった場合は、過料が課される場合があります。また、相
続人が申請義務を簡易にすることが出来るよう新設された「相続人申告登記」制度では、以下の
①・②の事項について申請義務の履行期間内（令和９年３月 31 日まで）に登記官に申し出るこ
とにより、相続登記の申請義務を履行したものとみなされます。

〇ぜひ、相続登記なされていない不動産について、相続人全員で必要な協議等を行うなどして速や
かに相続登記の申請を行いましょう。

【お問い合わせ】鹿児島地方法務局奄美支局　☎ 0997-52-0376【登記相談】火、木（電話予約制）
		  　徳之島町役場税務課　☎ 0997-82-1117

①所有権の登記名義人について相続が開始した旨　　　②自らが相続人である旨
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「スマホ世代」の子どもを守るには？ 家庭教育フェスタで学ぶ

９
月
23
日
、町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
家

庭
教
育
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
や
、
ア
ー
ト
作
品

づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
成
蹊
大
学
客
員
教
授
で
Ｉ

Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
高
橋
暁
子
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
10
代
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
情
〜
子
ど
も

た
ち
を
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
〜
」
と
題
し
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
橋
氏
は
、ゲ
ー

ム
機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
制
限
の
な
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
現
状
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

を
通
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
紹
介
。
そ
の
う

え
で
、「
ス
マ
ホ
等
を
持
た
せ
る
の
も
、
利

用
さ
せ
る
の
も
保
護
者
で
、
守
れ
る
の
も
保

護
者
だ
け
」
と
述
べ
、
保
護
者
が
ネ
ッ
ト
環

境
の
現
状
を

正
し
く
理
解

し
、
ペ
ア
レ

ン
タ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
な

ど
の
対
策
を

取
る
こ
と
の

大
切
さ
を
呼

び
か
け
ま
し

た
。

教育委員会だより
問

母校・亀津中の後輩へエール　里秀明さんら昭和 44 年卒業生が激励

本
町
出
身
で
大
阪
府
在

住
の
里
秀
明
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
昭
和
44
年
卒
業

生
の
皆
さ
ん
が
、
10
月
８

日
、
母
校
の
亀
津
中
学
校

を
訪
問
し
ま
し
た
。
里
さ

ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
町
内

の
学
校
へ
総
額
１
千
万
円
を
超
え
る
寄
付
を
さ
れ
て

お
り
、
今
回
も
亀
津
中
吹
奏
楽
部
へ
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
厚
意
に
対
し
、
吹
奏
楽
部
か
ら
は

感
謝
を
込
め
た
演
奏
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
部

は
、県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
連
続
金
賞
受
賞

や
、
日
本
管
楽
合
奏
コ

ン
テ
ス
ト
で
の
優
秀
賞

獲
得
な
ど
、
輝
か
し
い

成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

里
さ
ん
は
、「
き
つ
い
練

習
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
達
成
感
を
味
わ
い

な
が
ら
楽
し
ん
で
続
け

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
、
卒
業
生
一
同

の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

た
金
一
封
が
学
校
へ
贈

ら
れ
ま
し
た
。

社会教育課　☎ 0997-82-2904
学校教育課　☎ 0997-82-1308問

【日にち】 令和８年１月 31 日 （土）【日にち】 令和８年１月 31 日 （土）

【時間】 開場 17:00 開演 17:30【時間】 開場 17:00 開演 17:30

【会場】 徳之島町文化会館【会場】 徳之島町文化会館

【入場料】 一般　1,000 円／当日 ： 1,200 円【入場料】 一般　1,000 円／当日 ： 1,200 円

　　　　　　　　小中高生 （18 歳以下） 前売 ・ 当日 500 円小中高生 （18 歳以下） 前売 ・ 当日 500 円

　　　　未就学児 / 無料 （座席無し ・ 膝上対応）　　　　未就学児 / 無料 （座席無し ・ 膝上対応）

【プレイガイド】 徳之島町役場 （社会教育課）【プレイガイド】 徳之島町役場 （社会教育課）

　　　　　       徳之島町文化会館　　　　　       徳之島町文化会館

　　　　　　   フレッシュマートとくやま　　　　　　   フレッシュマートとくやま

【チケット販売開始日】 令和７年 11 月４日 （火）【チケット販売開始日】 令和７年 11 月４日 （火）

社会教育課　☎ 0997-82-2904問
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特
集
は
、
軍
事
史
を
中
心
に
語
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
本
企
画
展
で
は
そ
れ
を
踏

ま
え
つ
つ
も
、
視
点
を
変
え
、
当
時
の

暮
ら
し
の
な
か
に
戦
争
が
ど
の
よ
う
に

現
れ
た
か
？
と
い
う
問
い
を
立
て
ま
し

た
。

わ
れ
ん
き
ゃ
と
戦
争

平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
町
誌
編

さ
ん
事
業
で
は
、
各
小
中
学
校
が
所
蔵

す
る
歴
史
的
資
料
の
調
査
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
、
戦
前
・

戦
中
の
学
校
の
様
子
を
撮
影
し
た
貴
重

な
写
真
も
確
認
で
き
ま
し
た
。【
写
真

１
】
は
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
年
）

の
花
徳
小
学
校
の
様
子
で
す
。
現
在
の

学
校
校
庭
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
と
し

て
、「
奉ほ

う
あ
ん
で
ん

安
殿
」
が
あ
り
ま
す
。
奉
安

殿
に
は
、「
御ご
し
ん
え
い

真
影
」
と
呼
ば
れ
た
天

皇
皇
后
の
肖
像
写
真
や
教
育
勅ち
ょ
く
ご語
（
国

民
教
育
の
基
本
方
針
を
天
皇
の
お
言
葉

と
し
て
示
し
た
も
の
）
謄
本
が
収
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

【
写
真
２
】
は
、
昭
和
18
年
に
記
さ

れ
た
手
々
国
民
学
校
の
「
日
常
の
躾し
つ
け

」

（
部
分
）
で
す
。
こ
の
内
容
の
（
赤
枠

部
分
）
に
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

戦
後
80
年

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て

今
年
で
80
年
。
直
接
の
「
戦
場
」
を

体
験
し
た
方
々
が
少
な
く
な
る
中
、

「
戦
争
の
記
憶
」
を
ど
の
よ
う
に
継

承
し
て
い
く
の
か
、あ
ら
た
め
て
問

わ
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
を
ど
う
捉
え
る
か

８
月
下
旬
か
ら
約
１
か
月
、
町
誌

編
さ
ん
室
で
は
企
画
展
「
暮
ら
し
の

な
か
の
戦
争
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
徳
之
島
に
お
け
る
戦
争

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

暮
ら
し
の
な
か
の
戦
争

に
は
奉
安
殿
に
「
最
敬
礼
」
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
常
を
意

識
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
思
い
の
ほ
か

難
し
く
、
学
校
に
配
さ
れ
た
奉
安
殿
な

ど
の
「
装
置
」
は
、
子
ど
も
た
ち
の
身

体
を
有
事
に
備
え
さ
せ
て
い
く
、
そ
の

よ
う
な
役
割
を
も
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
方
、
子
ど
も
た
ち
自
身

は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
い
た
の

か
、
そ
の
「
声
」
を
聴
き
と
る
こ
と
が

次
の
課
題
で
す
。

（
町
誌
編
さ
ん
室　

竹
原 

祐
樹
）

亀津児童公園横の駐車場について、左記

写真の赤色のエリアは、一定期間、工事に

伴い契約専用駐車場となっています。亀津

児童公園をご利用の際は、黄色のエリア

（児童公園専用駐車場）をご利用ください。

利用者の皆さまにはご不便をおかけします

が、ご理解とご協力をお願いいたします。

【写真１】

【写真２】

 亀津児童公園専用駐車場の一時移転について 亀津児童公園専用駐車場の一時移転について

亀津児童公園

児童公園専用駐車場児童公園専用駐車場➡契約専用駐車場契約専用駐車場

↓

総務課消防交通係　☎ 0997-82-1111問

※工事用
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 
徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『まろ丸伊勢参り』

畠中 恵／著〔小説〕

両替商の三男坊・九郎の姪の結に、
大坂の大店の跡取りになる養子話
が舞い込む。なぜか伊勢まで結を
連れて来て欲しいと言われ、九郎
は仔犬のまろ丸をお供に、結を伊
勢まで送り届けることに…。

『鋼鉄の城塞』

伊東 潤／著〔小説〕

戦後の経済復興の礎となった「大
和 」 建 造 の 英 知 と 情 熱。54 名 の
殉職者を生むこととなった大プロ
ジェクトに挑んだ青年たちは何を
夢見ていたのか ? 歴史小説の第一
人者が描く青春群像小説 。

『木山千景ノ怪顧録』

嗣人／著〔小説〕

魂の色が視える見鬼でありながら、
ひどく病弱だった木山千景。人並
みの寿命を全うしたいと願う彼は、
人と怪異の仲立ちを生業とする一
族の当主・帯刀燈に弟子入りする。
帯刀の元には数々の悍ましい怪奇
事件が舞いこんで…。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示

・ いい夫婦の日

・ クリスマス　 

・ 人権

・ ネリヤカナヤ 《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

11 月

《11月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 18日（火）
　【花徳支所】 11日（火）

○おはなしの時間

　0歳～　　11/2　（日）午後 2時 30分～

　3歳～　　11/8（土）、11/22（土）午後 2時 30分～

○イベント

　読書週間おはなし会

　日時：11/1（土）午後 2時～

　　場所 ： 生涯学習センター 2階　和室

   ※事前の申し込みが必要です。

お知らせ

『 ま き さ ん の ソ フ ト ク
リーム』

く ど う れ い ん ／ 作、　
柴田 ケイコ／絵〔絵本〕

新しいソフトクリーム
屋 さ ん が で き ま し た。
店主のまきさんは、ぐ

るんぐるんと大サービス。まきさんのソフトクリームは、
たちまち人気になりました。「みんなまとめて召し上が
れ !」と言うと…。あれれ、まきさんどこ行くの？

『満月が欠けている』

穂村 弘／著〔小説〕

子ども時代から目が弱かった著者
が、持病である緑内障とその周辺
を語ったライフストーリー。著者
による「瞳を巡る短歌」の解説や、
主治医との対談、長年の友人であ
る精神科医と病気、生と死につい
て語り合った対談を収録する。
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徳之島町保健センター　☎ 0997-83-3121

助
産
師
が
教
え
る
出
産
と
お
っ
ぱ
い
の
不
思
議

・
出
産
の
流
れ
と
陣
痛
を
の
り
こ
え
る
ポ
イ
ン
ト

・
母
乳
育
児
に
つ
い
て

・
産
後
の
マ
マ
を
支
え
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
11
月
17
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
11
月
13
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風
邪
症
状
が
あ

る
な
ど
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
来
所

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

日にち 受付時間 場　　　所

11 月 10 日（月）
８:30 ～ 10:15 南西糖業株式会社 徳之島事業本部 徳和瀬工場

11:15 ～ 12:00
13:15 ～ 15:30 徳之島町役場駐車場

11 月 14 日（金）
８:30 ～ 11:30 徳之島徳洲会病院

13:30 ～ 15:30 あまみ農業協同組合徳之島事業本部（A コープ徳之島店）

輸血を待つ患者さんのため、おひとりでも多くの方のご協力をお待ちしております。
献
血
の
お
知
ら
せ

　臨床心理士による相談会を実施します。小さな事でも一人で抱え込まず、誰かに話
してみませんか？個人の秘密は固く守られます。町保健センターへご予約ください。
　●対象＝徳之島町在住の 40 歳未満の方とそのご家族　●会場＝町保健センター
　●相談費用＝無料（※予約が必要です。保健センターへお電話ください。）

こころの健康相談会こころの健康相談会 11 月８日 （土） ・ ９日 （日）

80 歳以上の方で、自分の歯を 20 本以上保持している方を対象に、鹿児島県歯科医
師会、大島郡歯科医師会、徳之島町より表彰を行ない、今年度は６名の方が各地区の
敬老会等で表彰されました。

（※ 8020 表彰は地域の歯科医師からの推薦が必要です。80 歳以上の方で 20 本以上
　の歯を保持し、過去に表彰されたことがない方は、歯科検診の受診をお願いします。）

８０２０達成 おめでとう！８０２０達成 おめでとう！

池山 新一さん
（87 歳）亀津
歯の本数 22 本

歯っぴいレンジャー

茂
岡 

涼
子
さ
ん
（
84
歳
）

  

亀
津  

歯
の
本
数
26
本

仲 和子さん
（80 歳）亀津
歯の本数 22 本

間 計之典さん
（80 歳）亀津
歯の本数 24 本

福澤 則秀さん
（86 歳）山
歯の本数 22 本

三島 住子さん
（81 歳）亀津
歯の本数 21 本
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◇
９
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　
掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

栫
　
　

い

ろ

は

彩
葉
（
拓
　
也

美
　
緒
）
亀
　
津

住
　
　

そ

う

ま

颯
真
（
真
　
吾

由
　
紀
）
亀
　
津

嶺
田
　

い
の
り

　

祷
　
（
　
朋
　

瑞
　
季
）
手
　
々

嶺
山
　

　
り
ん

　

凜
　
（
朋
　
生

夏
　
美
）
亀
　
津

里
田
　

う

　

い

愛
唯
（
宝
　
也

沙
　
希
）
亀
　
津

田
袋
　

お

う

な

央
夏
（
幹
　
太

愛
　
奈
）
母
　
間

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,229 人

 男 4,536 人

 女 4,693 人

世帯数 4,466 戸

　

（-16）

（-12）

（-４）

（-17）

（括弧内は先月との比較）

令和７年 10月１日現在

戸
籍
の
窓

※令和 2年国勢調査に基づく

　推計人口です。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

池
川
　
武
人
　
89
　
母
　
間

豊
　
正
三
郎
　
81
　
亀
　
津

嶺
田
　
庸
子
　
95
　
手
　
々

上
田
カ
ネ
子
　
91
　
亀
　
津

久
保
　
勝
久
　
83
　
母
　
間

眞
形
　
昌
男
　
84
　
亀
　
徳

福
　
ま
さ
え
　
66
　
亀
　
津

治
　
利
成
　
　
98
　
亀
　
津

前
嶋
三
千
丈
　
83
　
亀
　
徳

波
田
比
和
子
　
84
　
花
　
徳

大
生
　
チ
エ
　
95
　
神
之
嶺

德
田
　
弘
忠
　
90
　
亀
　
津

當
　
秀
夫
　
　
83
　
　
山
　

夫婦で畜産とサトウキビづくりに励んでいる安信
さん。現在は親牛 3 頭、子牛 3 頭を飼っており、毎朝 5 時
には牛小屋へ行って掃除や草刈りを行い、朝夕の飼料やり
までしっかりと世話をされています。「体をしっかり動かす
こと」「食事に気をつけること」が元気の秘訣だそうで、何
を食べたら自分の体調がいいかを考えながら、野菜や青魚
を積極的に食べているそうです。「体が動くうちは仕事を続
けていきたい」と話す安信さん。これからも健康に気をつ
けながら、元気いっぱいにお過ごしください。

わっきゃまちの

きまいたりっちゅ !
きまいたりっちゅ !

保 安信 さん
亀徳（87 歳）

各種イベント、 お楽しみ抽選会、 出店・フリー

マーケットの出店等予定しております。 多数の

皆様のご来場をお待ちしております。

食と農林漁業の祭典実行委員会事務局

【日時】11 月 22 日（土）午前 10 時～午後３時

農林水産課 ☎ 0997-82-1150問
【昨年度実施のマグロ解体ショー】

食と農林漁業の祭典
【場所】亀津漁港

介護福祉課 ☎ 0997-82-1115問

「昭和 100 年記念」


